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オオムギ斑葉モザイク病催病植物に

b けるウイルスの検出

1.緒

村山大記・横山竜夫

(北大農学部植物学教室)

Detection of barley stripe mosaic virus in the 

systemically diseased barley plants 

By 

DAIKI MURAYAMA and TATSUO YOKOYAMA 

(Laboratory of Plant Pathology， Faculty of 
Agriculture， Hokkaido University) 

言 Il. 材料と方法

オオムギ斑葉モザイクウイノレス (BSMV)の増殖に関 実験に用いたオオムギおよび供試ウイノレスならびに抗

する報告は KASSANISら5)によりすでになされている。 血清は既報川の通りであり，三葉期の第一本葉にカーボ

すなわち，接種葉中でのウイ Jレス増殖は，オオムギを用 ランダム法で接種した。接種後，接種葉を水洗した。のち，

いた場合に5日以内に最も急速に見られ， 10日で最高濃 経日的に各実験区とも 50grずつの接種葉を除いた茎業

度に達し，感染性の終末点は 1/2，048，沈降反応終末点は を地際部から切り取って集め， M/30りん酸緩衝液 (pH

1/256， その時のウイノレス粒子数はlO13/msであるとい 7.0)を加えて磨砕・搾汁して各々 50msの汁液を得た。

うことである。 分画遠心法川で部分純化し，最後の高速沈澱を前と同じ

我々は三葉期のオオムギ(モラビア)を用い，罷病t'Aと中 緩衝液中に再懸潟させて 50msのウイノレス液とし，これ

のウイノレス増殖に関して，最初の検出時期， .最高濃度， を基にして2倍階段稀釈して一部を銭種試験による感染

抗原性と感染性との関係なと、の点について実験を行な |生の検定に，一部を血清反応による抗原性の検定に用い

い，若干の結果を得たのでここに報告する。 た。 l血清反応は沈降反応混合法により，接種は健全オ

第1表 BSMV接種後のオオムギ茎集中の感染性の噌加

接種後の
ウ イ ノレ ス 希 車ミ

日 数 1/1 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128 1/256 1/512 1/1024 1/2048 1/4096 1/8192 

1 0/13* 0/10 0/12 

2 。/12 0/14 0/13 0/10 0/11 0/7 0/6 
3 0/10 0/10 0/10 0/14 0/12 0/10 0/12 0/10 

4** 6/10 9/10 10/10 10/10 10/10 10/10 5/10 0/11 1/10 0/10 

5 10/10 10/10 10110 11/11 10/10 10/10 10/10 10/11 8/10 7/12 1/10 1/12 

6 !…l… 4/11 2/10 0/10 

8 12/12 10/10 9/9 12/12 10/10 9/10 11/11 5/10 8/10 3/9 4/10 1/9 0/9 0/7 

10 10/10 11/11 10/10 12/12 10110 13/13 9110 10/12 8/11 0/12 2/11 0/12 0/11 0/9 

12 12/12 10/10 10/10 11/11 13/13 14/14 14/14 7/13 3/10 2/12 2/10 0/11 0/11 0/11 

14 7/11 11/12 10/10 10/12 11/12 10/12 6/11 6/10 2/12 1/12 0/12 0/12 0/12 0/12 

16 10/11 12/12 12/12 11/11 12/12 9/11 9/10 5/13 4/12 2/12 1/12 。111 。112 0/12 
*分1'})::接種植物数 分子.発病植物数(以下同じ)

料病徴発現
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第2表 BSMV接種後のオオムギ茎業中の抗原性の増加および紫外部吸収

抗 原 希 釈*
Im~1 紫外吸

日数 1/1 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 山川対照 OD260 I OD280 

1 .015 010 

2 .010 .000 

3 十 .005 .000 

4 + + + エ .020 015 

5 -It 千十 十 + 十 十 →ー .035 030 

6 -It 4十 十十 十 + 十 土 055 045 

8 十+ -++ 4十 十 + + + .090 080 

10 -It -It 十十 + + + + + .100 .090 

12 +十 4十 +十 +十 + 十 十 土 105 095 

14 -++ 4十 件 キ+ 4十 十 十 + ± 目170 .155 

16 十十 -It 十+ -It -It + + + 土 .130 125 

* 反応は抗血清稀釈 16倍に対するもの(以下同じ)

オムギを用いて行ない発病株数の調査によりそれぞれ

行なった。 さらにウイノレス液の一部を用いて 260mμ と

日目まで実験を行なった。結果は第1表と第2表に示

した。

280mμ における 00の測定を行なった。 J妾種後4日目に全株が一斉に発病を示し，同時にウイ
ノレス稀釈 1/256までに感染性が， 1/4までに抗原性がとも

に認められるようになった。感染性は5日目に最大に達

し 6日をすぎるとわす、かに減少が見られたが，抗原性

は5日まで急速に上昇したのち，以後もわずかながら増

加が続いた。

Ill. 実験結果

8月7日-8月お日と 8月14日-9月2日の 2回に

わけで同じ実験を繰り返した。

実験第 1

8月7日から毎日 6日間，以後は2日間隔で接種後16 実験第 2

第3表 BSMV接種後のオオムギ茎葉中の感染性の僧加

ウ イ ノレ ス 希 釈

日数 1/1 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 1/64 1/128 1/256 1/512 1/1024 1/2048 1/4096 1/8192 1/16394 

1 0/11 0/11 0/12 

2 0/10 0/14 0/10 0/13 0/10 0/10 

3ネ 5/10 5/10 4/10 1/11 1/11 0/10 0/10 0/12 0/12 0/11 

4 10/11 12/12 13/13 9/9 12/12 10/10 9/11 7/11 3/10 2/11 。/11 。/13
5 12/12 9/11 10/11 10/10 10/10 10/10 5/13 6/10 3/12 2/11 0/12 。/12
6 11~山パ3 13/13 14/山 5山 10/1110/13山仰 2/12 2/10 。/10
8 11/11 10/10 11/11 11/11 12/12 17/17 10/10 8/10 5/10 4/10 1/10 。/12 1/12 。/12
10 10/11 10/10 11/12 10/12 10/10 10/10 12/12 9/10 9/12 3/12 1/12 。/12 。/12 。/12
12 12/12 10/10 10/10 12/12 11/11 11/11 12/12 12/12 9/12 6/10 1/11 3/10 1/11 1/11 

14 6/10 10/10 8/8 9/10 10/10 10/10 10/12 10/12 4/10 2/10 。/12 。/12 1/12 0/12 。/14
16 13/13 12/12 10/10 11/11 13/13 10/10 11/11 13/15 4/10 7/14 1/12 。'/14 0/13 。'/10
18 16/18 12/12 10/10 19/19 9/13 8/10 12/16 9/15 2/16 6/15 2/15 2/15 。/15 。/15
20 11/12 10/10 10/10 10/10 10/10 10/12 7/10 6/10 4/10 3/12 4/10 。/10 0/12 0/12 
*病徴発現
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第4表 BSMV接種後のオオムギ茎葉中の抗原性の増加および紫外部吸収

抗 原 希 I~~I 紫外部吸収
日数 1/1 1/2 1/4 1/8 1/16 1/32 仰山8 1/256 対照 OD捌 1 OD280 

1 070 050 

つ“ ± 040 .035 

3 + + 十 土 035 030 

4 ++ + 十 + + .150 115 

5 4十 ++ + + 十 土 .175 .125 

6 +ト ++ +十 ++ 十 十 土 230 210 

8 +十 什 ++ +十 + + + + .180 .175 

10 ++ +十 ++ ++ 十 十 十 土 .215 200 

12 +十 ++ ++ +十 + 十 十 土 .270 225 

14 +十 +十 +十 ++ + 十 + 120 110 

16 廿+ +十 4十 ++ 十 十 + 土 280 .225 

18 +仲 +件 +十 ++ 十 + + 土 .310 260 

8月14日から毎日 6日間，以後は20日目まで隔日に てオオムギ(品種モラピア)で実験した結果，接種後3日

実験を行なった。結巣は第3表，第4表に示した。 日，時には4日目に感染性と抗原性が同時に認められる

接種後3日目には全株が病徴を現わしたが，この時に ようになり， 8-12日目ごろまで増加が見られて最高に

なってウイルス稀釈1/16までに感染性が， 1/4までに抗 達したが，その後はむしろ感染性に低下が認められた。

原性が見られた。抗原性は8日目までほぼ直線的に増加 これは植物の伸長に伴なう希釈作用によるウイノレス濃度

して最大に達し，その後は平衡を保った。一方感染性は の低下が考えられるが，抗原性が 14日以後でも平衡を保

4，5日目までは急速に増加しその後もわずかに増加が ち，時には増加が見られることから，感染性のみが低下

見られて 12日目に最大に達したが，以後は減少が認めら するものとも考えられる。我々の実験結果からはこの原

れた。 因について論ずることはできないが，ウイルス増殖過程

IV. 考 察

BSMVを接種したオオムギ中でのウイルス増姐につ

いての実験結果から KASSANISand SL YKHUIS5)は接

種禁中のウイノレス量は接種後2日で汁液希釈1/2，3日で

1/64，さらに5日では 1/256と急速に増加しその後徐々

に増加して9日後には1/2，048となり最高を示すことを

報告した。また血清反応による抗原性の増加は接種後3

日ではじめて認められ， 4日で 1/32，5日で 1/64となり，

9日後には 1/256となって最高を示した。このように抗

原性は感染性より 1日遅れて検出され，また感染性より

もやや低い検出結果であったが，接種後 15日後までは両

者の矯加はほぼ同じ傾向であった。感染性の終末点と抗

原性の終末点は，他の多くのウイノレスでは 100倍以上の

差があるのに対し， BSMVではこれが近接しており，

broad bean mottle virusの性質に似ていると云われて

いる 1，5)。

接種3震を除いた感染株中のウイノレス濃度の増加につい

におけるこのような抗原性を下廻る感染性の低下の問題

は興味深いことであり，同様の現象が broadbean mottle 

virus，，6，7)， tobacco necrosis virus21， tomato bushy 

stunt virus')， alfalfa mosaic virusB，l1)および turll1p

yeJlow mosaic virus9)などにおいても認められている。

しかし tobaccomosaic virus3)においてはこのような

感染性の低下は認められないということである。

V.摘要

l. BSMVを接種したオオムギ(モラピア)の按極業

を除く茎業'*1でのウイ Jレス噌殖についで， -l支種試験とlfil
j青反応とにより実験を行なった。

2. 感染性および抗原性は同時に検出され，検出され

たのは接種後3日目または4日目であり，病徴の出現と

も一致した。

3. ウイルスの増加は接種後5-6日目まで急速にお

こり， 8-12日目 ζろに最大となり，その後は感染性の

低下が見られた。
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4. 抗原性は接種後 18日日までは増加を続けた。 11. Ross， A. F. (1941). Phytopath. 31: 410-420. 
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